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本
稿
は
、
二
○
○
六
（
平
成
一
八
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
、
基
盤
研
究
Ｃ
「
ア
ジ
ア
文
化
と
の
比
較
に
見
る
日
本
の
「
私
小
説
」
ｌ
ア
ジ
ア
諸
言
語
、
英
語
と
の
翻
訳
比
較
を
契
機
に
」
（
研
究
代
表
者
・
勝
又
浩
）
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
主
流
と
な
っ
て
き
た
西
欧
文
学
を
基
準
と
し
た
「
私
小
説
」
評
価
か
ら
抜
け
出
し
、
西
欧
よ
り
も
よ
り
言
語
や
風
土
、
文
化
背
景
が
類
似
す
る
東
ア
ジ
ア
と
の
比
較
か
ら
「
私
小
説
」
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
法
政
大
学
大
学
院
私
小
説
研
究
会
が
「
私
小
説
研
究
」
と
い
う
研
究
誌
を
刊
行
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
「
私
小
説
」
研
究
の
延
長
で
も
あ
る
。
今
回
は
そ
の
端
緒
と
し
て
、
中
国
と
韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
に
つ
い
て
の
認
識
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
の
目
的
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
識
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
と
中
国
、
韓
国
と
の
文
化
的
交
流
、
影
響
関
係
は
長
く
古
い
も
の
だ
が
、
こ
と
近
代
だ
け
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
両
国
に
先
駆けて近代化を遂げた日本からの文学的輸出（あるいは強制）
と
い
う
点
が
目
に
付
く
。
近
代
に
お
け
る
日
本
と
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
は
、
支
配
者
と
被
支
配
者
と
い
う
不
幸
な
時
期
が
あ
り
、
よ
い
面
だ
け
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
中
国
に
お
い
て
は
魯
迅
、
郁
達
夫
な
ど
の
日
本
へ
の
留
学
世
代
、
韓
国
に
お
い
て
は
植
民
地
時
代
の
文
学
者
と
、
日
本
の
近
代
文
学
か
ら
の
影
響
は
西
欧
と
は
比
べ
る
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
回
、
特
に
中
国
、
韓
国
に
注
目
を
す
る
次
第
である。本論では、中国、韓国において行ったアンケート調査
を
も
と
に
、
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
に
つ
い
て
の
認
識
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
目
線
で
見
た
「
私
小
説
」
に
迫
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
目
線
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
台
湾
に
お
い
て
も
李
文
茄
氏
（
慈
濟
大
學
）
の
協
力
の
も
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
彰
丹
姜
宇
源
庸
梅
澤
亜
由
美
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中国、韓国における「私小説」認識
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
主
に
二
○
○
六
年
に
中
国
成
都
四
川
大
学
で
行われた中国の「日本文学研究会」の際、川人の中国の人々に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
他
、
知
人
を
通
し
て
の
依
頼
回
収
分
も
含
んでいる）。回収されたアンケート表の刈人のうち、「私小説」
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
は
仙
人
。
な
お
、
う
ち
肌
人
は
日
本
文
学
、
日
の
で
次
の
機
会
に
報
告
し
た
い
。
調
査
方
法
は
主
に
学
会
で
の
配
布
回
収
と
、
中
国
担
当
・
彰
丹
、
韓
国
担当・姜宇源庸両氏の知人に協力を得ての依頼回収を行った。
そ
の
た
め
規
模
と
し
て
は
小
さ
い
も
の
の
、
そ
の
分
、
誠
実
か
つ
率
直
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
文
章
末
に
別
表
と
し
て
付
し
、
ま
た
、
質
問
３
，
７
に
お
い
て
挙
が
っ
た
作
品
名
に
つ
い
て
は
各
国
報
告
の
あ
と
に
一
覧
と
し
た
。
質
問
事
項
は
、
別
表
に
あ
る
八
つ
の
項
目
の
他
、
デ
ー
タ
化
で
き
な
い
質
問
事
項
と
し
て
〈
私
小説は一般の小説と比較してどこが違うか〉と〈私小説につい
て
の
自
由
な
意
見
〉
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
、
そ
し
て
別
表
に
あ
る
八
つ
の
質
問
事
項
に
附
随
す
る
意
見
は
以
下
の
分
析
に
お
い
て
適
宜
取
り
入
れ
て
ゆ
く
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
担
当
し
た
彰
丹
氏
（
中
国
）
、
姜
字
源
庸
氏
（
韓
国
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
分
析
を
受
け
、
そ
の
後
、
両
国
を
視
野
に
入
れ
て
の
考
察
を
試
み
る
。
（梅澤亜由美）
中
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
知
の
状
況
本
語
関
係
の
人
で
、
皿
人
は
日
本
文
学
や
日
本
語
と
は
特
に
関
係
の
な
い
人
た
ち
で
あ
る
。
左
記
は
、
基
本
的
に
、
「
私
小
説
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
仙
人
の
意
見
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
「
私
小
説
」
の
定
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
作
品
を
「
私
小
説
」
と
呼
ぶ
の
か
？
例
え
ば
、
〈
第
一
人
称
で
書
か
れる小説、自分の日常生活を書くと、イコール私小説ですか？〉、
〈主人公は「私」の立場に立っていること〉とのような返答も
あるし、〈私小説と自伝との区別がはっきりしない〉、〈自分の
日記をまとめてできる〉などのような返答もある。要するに、
「私小説」を、日記および個人伝記と混同している。そして、
森鴎外の「舞姫」、夏目漱石の「こ、ろ」、「坊っちゃん」、芥川
龍
之
介
「
河
童
」
な
ど
、
「
私
小
説
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
「
私
小
説
」
す
な
わ
ち
日
本
文
学
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「私小説」の価値および意義については、価値があると答え
た
人
は
別
％
以
上
。
理
由
と
し
て
は
主
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一つは、〈日本作家および日本人の特有な考え方、精神構造
をある方面から映す〉、〈日本人、日本文化を知る上で興味深い〉、
〈日本文学の民族特徴〉、〈国民性、価値観などを垣間みること
ができる〉、〈日本人、日本文化を理解するのに大きな意義があ
る〉などの意見が大半を占める。
もう一つは、〈存在意義があると思う。現代社会は心理的病
気が多いから〉、〈心理学と文化研究の資料〉、〈精神の奥底まで
内視するところに価値がある〉などである。これは、〈内心世
界をリアルに描く。心理描写が詳しい〉、〈心理描写は細かくて
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感
動
的
で
あ
る
〉
と
い
う
心
境
小
説
の
イ
メ
ー
ジ
の
現
れ
だ
と
思
う
。
「私小説」から日本人を見る、「私小説」から心理学を研究す
る
（
日
本
国
内
の
「
私
小
説
」
研
究
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
？
）
は
、
面
白
い
問
題
提
示
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
「
私
小
説
」
が
日
本
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
無
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さらに、〈ユニークな存在〉、〈非常に面白い体裁である。他
人の私生活への興味を感覚的に満足させる〉、〈小説の一つのジ
ャンルとして存在意味がある〉との返答も、必ずしも「私小説」
を
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
し
、
ま
た
そ
の
上
で
の
意
見
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
〈
文
学
は
虚
構
性
が
命
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
私
小
説
は
あ
ま
り
価
値
の
な
い
文
学
だ
と
思
う
〉
と
い
う
回
答
か
ら
、
中
国
と
日
本
に
お
け
る
文
学
観
の
違
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
いかと思う。
次
に
、
中
国
に
も
「
私
小
説
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
類
似
し
た
も
の
が
存
在
す
る
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
存
在
は
し
て
い
る
が
、
〈
文
体
的
に
似ていても、その中核は大きく異なっている〉、〈類似のものが
あ
る
が
、
日
本
の
私
小
説
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
〉
と
の
意
見
も
あ
る
し
、
ま
た
挙
げ
ら
れ
た
作
品
は
、
郁
達
夫
と
魯
迅
以
外
、
ほ
と
ん
ど
近
年
現
れ
たく新生代〉の若手作家である。
郁
達
夫
と
魯
迅
の
作
品
が
「
私
小
説
」
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
一一人とも大正期日本の「私小説」の影響を受けたのは言うまで
もない。
こ
こ
で
、
一
二
世
紀
の
中
国
若
い
世
代
の
女
流
作
家
に
注
目
す
る
と
、
「
私
小
説
」
研
究
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
面
白
い
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
っ
てくることに気づく。つまり、近年中国で大きな反響を呼んだ、
若い世代の女流作家（例えば、後の一覧に挙がっている衛慧「上
海
ベ
イ
ビ
ー
」
な
ど
）
の
、
自
分
の
生
活
体
験
に
基
づ
き
作
り
上
げ
た
作
品
は
、
日
本
の
「
私
小
説
」
研
究
の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ら
は
「
私
小
説
」
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
も
し
、
「
私
小
説
」
と
呼
べ
る
な
ら
、
現
代
中
国
社
会
に
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
「
私
小
説
」
は
、
大
正
期
に
全
盛
を
迎
え
た
日
本
の
「
私
小
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点
お
よ
び
相
違
点
が
あ
る
の
か
、
要
す
る
に
、
逆
の
立
場
か
ら
、
「
私
小
説
」
を
よ
り
広
い
視
野
で
見
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
平
安
時
代
の
日
記
文
学
の
作
者
は
女
性
で
あ
っ
た
。
大
正
期
の
「
私
小
説
」
の
作
家
は
主
に
男
性
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
代
中
国
の
「
私
小
説
」
の
作
家
は
女
性
が
多
い
、
と
い
う
の
も
面
白
い
現
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
この意味では、〈どの国にも私小説が存在する。また、私小
説
と
社
会
背
景
の
関
係
を
考
察
す
べ
き
〉
と
い
う
返
答
の
ほ
う
が
、
的
を
射
た
意
見
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
、
「
私
小
説
」
の
将
来
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
「
私
小説」が書かれると答えた人は釦％を占める。挙げられた理由
としては、〈現代社会における個人の孤独〉、〈ストレスの解消〉、
〈現代人がコミュニケーションの場を失っている一方で、それ
を
補
う
た
め
に
も
私
小
説
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。
特
に
イ
ン
タ
ネ
ッ
トなど身近の手段もそれを可能にしている〉、〈社会がやかまし
くなっていくにつれ、人間の内心の静けさを追究しようとする〉、
〈書きやすい〉、〈自分の日記をまとめてできる〉、〈之・ぬのよう
な
も
の
が
増
え
て
い
く
〉
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
村
上
春
樹
の
作
品
が
7８
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な
ぜ
中
国
で
大
人
気
を
博
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
通
じ
る
と
思
わ
れ
る。そして、〈人生の思い出の記録として書く〉、〈私小説の作者
は読者ではなく、自分のために書く〉、〈読者より、作者自身に
と
っ
て
の
意
義
が
も
っ
と
大
き
い
。
自
分
を
救
い
、
或
は
自
己
成
長
の
一
つの方法である〉などの返答も、とても面白い「私小説」観だ
と思う。
以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず
一
つ
言
え
る
の
は
、
中
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
識
と
、
日
本
国
内
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
識
と
は
大
き
な
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ズ
レ
が
生
じ
た
理
由
と
し
ては、いろいろ挙げられると思うが、〈暗い。進行が遅い〉、〈憂
鯵〉、〈内容が狭い、個人の小さなことを書く〉というイメージ
を
持
つ
「
私
小
説
」
が
、
〈
自
分
の
日
常
生
活
よ
り
、
こ
の
社
会
ま
た
は
世
界
の
こ
と
が
ず
っ
と
大
事
。
ま
た
、
自
分
の
生
活
を
書
く
の
は
恥
ず
か
しいことである〉という従来の中国人の文学観に、合わなかっ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二一世紀の〈新生代〉女流作家たちの活躍により、この中国の
従
来
の
文
学
観
も
次
第
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
言
え
る
の
は
、
ズ
レ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
違
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
内
向
き
が
ち
の
「
私
小
説
」
を
広
い
視
野
に
置
き
、
外
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
「
私
小
説
」
研
究
に
、
た
く
さ
ん
の
面
白
い
テ
ー
マ
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
③②① ⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
郁
達
夫
「
沈
愉
」
６
「
春
風
沈
酔
の
夜
」
１
巴
金
「
家
」
２
「
春
」
１
「
秋
」
１
魯
迅
「
狂
人
日
記
」
２
「
故
郷
」
１
質
問
７
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
「
私
小
説
」
に
類
似
す
る
中
国
の
小
説
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
９
志
賀
直
哉
「
城
の
崎
に
て
」
７
「
暗
夜
行
路
」
５
「
和
解
」
１
夏
目
漱
石
「
こ
、
ろ
」
４
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
２
島
崎
藤
村
「
新
生
」
３
「
家
」
２
芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
１
遠
藤
周
作
「
男
と
九
官
鳥
」
１
妊
娠
日
暦
ｌ
（
小
川
洋
子
「
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
Ｔ
執
筆
者
注
一
尾
崎
一
雄
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」
１
葛
西
善
蔵
「
子
を
つ
れ
て
」
１
川
端
康
成
「
こ
こ
ろ
」
（
マ
マ
）
１
太
宰
治
「
富
岳
百
景
」
１
近
松
秋
江
「
黒
髪
」
１
正
宗
白
鳥
「
戦
災
者
の
悲
し
み
」
１
村
上
春
樹
「
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
」
１
森
鴎
外
「
舞
姫
」
１
質問３において挙げられた日本の「私小説」
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⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨③⑦⑥⑤今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ｎ
人
以
上
の
韓
国
人
に
依
頼
し
た
。
そ
の
中
で
回
収
さ
れ
、
有
効
な
回
答
と
な
っ
た
の
は
刎
枚
に
い
た
る
。
回
答
者
は
主
に
大
学
院
に
在
籍
す
る
か
、
あ
る
い
は
修
了
し
て
い
る
人
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
デ
ー
タ
が
一
般
の
韓
国
人
の
普
遍
的
な
認
知
度
を
表
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
言
及
が
韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
識
の
本
質
に
触
れ
て
い
る
点
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
◎
④韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
知
の
現
状
衛
慧
「
上
海
ベ
イ
ビ
ー
」
２
三
一
世
紀
の
若
い
世
代
の
女
流
作
家、新生代の若手作家）
陳
染
「
私
人
生
活
」
２
林
白
「
一
人
の
戦
争
」
２
王
朔
「
頑
主
」
１
王
小
波
「
黄
金
時
代
」
１
個
人
伝
記
、
「
周
恩
来
伝
記
」
１
蘇
青
「
結
婚
十
年
」
１
沈
圦
文
「
辺
城
」
１
莫
言
「
赤
い
高
梁
」
１
白
先
勇
「
遊
園
驚
夢
」
１
牢
淑
敏
１
白
雪
１
老
舎
１
（彰丹）
回答者の学歴状況は、学部生が４名、修士課程に在籍中か、
修了した人がｎ名、そして博士課程以上の人が朋名であった。
これで回答者の過半数以上が本格的な研究者であることがわか
る
。
如
名
の
う
ち
に
、
日
本
に
関
係
の
あ
る
学
問
、
即
ち
日
本
文
学
・
日
本
語
学
・
日
本
文
化
な
ど
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
別
名
で
、
残
り
の、名は韓国文学・語学などの分野の研究者であった。
何
よ
り
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
注
目
す
べ
き
点
は
、
日
本
関
係
の
研
究
の
有
無
を
問
わ
ず
「
私
小
説
」
と
い
う
用
語
を
知
っ
て
い
る
人
が卯％を超えていることだ。如名のうち、〈全く知らない〉と
答
え
た
人
は
わ
ず
か
３
名
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
回
答
者
は
少
な
く
と
も
「私小説」という言葉を〈聞いたことがある〉のである。これ
を
見
る
と
、
韓
国
で
の
「
私
小
説
」
の
認
知
状
況
は
か
な
り
高
い
と
言
っ
て
い
い
。
た
だ
し
、
用
語
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
経
験
と
、
用
語
の
概
念
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
も
し
認
知
の
基
準
を
経
験
で
は
な
く
「
理
解
」
の
水
準
に
望
む
な
ら
、
分
析
結
果
の
内
容
は
違
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
用
語
は
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
体
は
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
が
多
い
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
「
私
小
説
」
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
、
そ
の
取
得
経
路
の
問
題
に
つ
な
が
る
。
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
で
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
き
っ
か
け
は
実
作
を
通
し
て
で
は
なく、学校での授業や研究書・批評書から得た知識のほうが多
い
。
答
え
た
人
の
中
で
、
実
作
を
通
し
て
理
解
し
た
人
は
６
％
に
も
満
た
ず
、
卯
％
以
上
は
学
校
で
の
授
業
や
文
芸
書
・
研
究
書
か
ら
知
識
を
得
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
断
片
的
な
た
め
、
研
究
書
の
中
だ
け
で
の
「私小説」、ある意味で抽象性を帯びたものに留まってしまう。
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中国、韓国における「私小説」認識
例
え
ば
、
韓
国
の
文
学
辞
典
に
は
「
私
小
説
」
の
項
目
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
〈
作
家
自
身
の
内
面
を
語
る
日
本
独
特
の
近
代
文
学
の
一
様式〉というふうに紹介されているが、これは一歩間違って、
「
私
小
説
」
Ⅱ
〈
日
本
の
近
代
文
学
〉
と
い
っ
た
屈
折
し
た
情
報
源
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
「
一
人
称
小
説
」
と
「
私
小
説
」
と
を
混
同
す
る
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
の
だ
。
実
の
と
こ
ろ
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
「
私
小
説
」
と
し
て
、
夏
目
漱
石
の
「
こ
藺
ろ
」
や
村
上
春
樹
の
「
ノ
ル
ウ
ェ
イの森」などがあげられる理由は、この概念の抽象性と断片性
の
所
以
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
無
論
、
同
じ
質
問
に
対
す
る
答
え
として別％を超える、名は田山花袋の「蒲団」をあげている。
し
か
し
、
こ
れ
も
や
は
り
、
い
か
に
も
文
学
史
の
常
識
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
感
を
否
め
な
い
。
次
に
、
「
私
小
説
」
の
読
後
の
印
象
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
質
問
に
対し、約〃％に近い人は〈興味深い、面白い〉と答えた。これ
は
日
本
の
読
者
の
反
応
と
は
か
な
り
違
う
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
答
え
に
は
海
外
読
者
な
ら
で
は
の
〈
興
味
〉
が
介
在
す
る
。
小
説
と
し
て
作
品
そ
のものに対する面白さよりは、〈日本の小説〉、つまり〈日本の
近代文学を代表する表現様式〉として、自国にはない希少性を
持つものとしての〈面白さ〉がある。ここにも「私小説」Ⅱ〈日
本
独
特
の
近
代
文
学
の
様
式
〉
Ⅱ
〈
だ
か
ら
面
白
い
、
興
味
が
あ
る
〉
と
いった図式が成立する。
一
方
で
韓
国
の
読
者
は
「
私
小
説
」
と
一
般
の
小
説
と
の
違
い
は
何
だ
と思っているのか。この答えには、告白性、経験性、体験性、
実
生
活
の
反
映
性
、
事
実
性
、
作
者
と
主
人
公
の
一
致
性
、
内
面
性
、
心
境
性
、
自
意
識
の
投
影
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
短
い
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
「
私
小
説
」
の
性
格
を
抑
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。次
に
「
私
小
説
」
の
存
在
意
義
、
ま
た
は
価
値
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
こ
れ
は
質
問
自
体
の
難
解
さ
も
手
伝
っ
た
せ
い
か
、
答
え
は
千
差
万
別
で
、
解
し
難
い
内
容
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
自
然
主
義
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
人
間
心
理
の
深
層
を
描
い
て
究
極
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
成
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
近
代
性
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
日
本
人
の
生
活
像
が
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
な
ど
は
頷
け
る指摘であった。
韓
国
に
も
「
私
小
説
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し、まずくある〉と答えた人は別％に近く、またその大半は金
東
仁
（
キ
ム
ド
ン
イ
ン
）
を
あ
げ
て
い
る
。
金
東
仁
は
韓
国
の
一
九
二
○
年
～
三
○
年
代
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で
、
韓
国
の
自
然
主
義
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
作
品
に
は
告
白
体
が
多
く
、
彼
以
外
に
も
同
時
代
の
韓
国
文
学
は
日
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
特
に
金
東
仁
に
は
作
法
上
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
事
情
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
作
家
の
う
ち
に
は
、
孔
枝
泳
ヨ
ン
ジョン）李文烈（イムンョル）などもあげられているが、一人
の
意
見
に
終
わ
っ
た
の
で
デ
ー
タ
と
し
て
の
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
考
えられる。
こ
れ
と
は
反
対
の
意
見
と
し
て
、
韓
国
に
は
「
私
小
説
」
が
な
い
と
い
う
答
え
は
ｎ
％
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
作
家
の
実
生
活
に
読
者
が
興
味
を
持
た
な
い
か
ら
、
韓
国
の
小
説
に
は
社
会
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
素
材
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
半
分
以
上
の
意
見
と
し
て
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、
「
私
小
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説
」
に
似
た
よ
う
な
も
の
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
何
な
の
か
は
判
別
で
き
ず
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
前
の
質
問
項
目
で
、
「
私
小
説
」
自
体
に
つ
い
て
、
認
識
の
不
足
、
不
明
瞭
さ
を
訴
え
て
い
た
の
で
、
無
理
も
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
将
来
韓
国
に
も
「
私
小
説
」
の
よ
う
な
作
品
が
書
か
れ
る
と
思
う
か
、
書
か
れ
る
と
し
た
ら
何
故
そ
う
思
う
の
か
、
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
別
％
の
人
が
書
か
れ
る
と
答
え
、
ｎ
％
の
人
が
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
と
答
え
た
。
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
書
か
れ
る
と
思
う
意
見
の
場
合
、
普
遍
的
な
人
間
性
の
問
題
と
し
て
告
白
的
な
も
の
を
書
く
行
為
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
指
摘
す
る
一
方
、
最
近
の
韓
国
の
文
壇
が
、
社
会
性
を
表
出
す
る
よ
り
は
個
人
の
内
面
問
題
を
扱
う
身
辺
的
で
感
覚
的
な
作
品
傾
向
が
多
く
登
場
し
て
い
る
現
象
を
根
拠
に
、
こ
れ
か
ら
「
私
小
説
」
ふ
う
の
作
品
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
述
べ
る
意
見
も
多
数
あ
っ
た
。
反
対
の
意
見
、
書
か
れ
な
い
と
し
た
理
由
に
は
、
韓
国
の
文
学
土
壌
に
日
本
の
「
私
小
説
」
は
合
わ
な
い
の
で
、
新
し
く
「
韓
国
的
な
私
小
説
」
の
新
し
い
概
念
が
概
念
が
生
ま
れ
な
い
限
り
「
日
本
の
私
小
説
」
は
書
か
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
韓
国
で
回
答
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
は
以
上
で
あ
る
。
④③②① 質問３において挙げられた日本の「私小説」
村島志田
上崎賀山
春藤直花
樹村哉袋
弓ヨー可ヨ
ノ破暗蒲
ル戒夜団
ウー行一
エ２路１０
イ_
の４’
森ヨ
ー和
２解
一
１
⑨ ⑧⑦⑥⑤④③ ②① ⑧⑦⑥⑤中
国
、
韓
国
で
の
現
状
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
私
た
ち
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
如
何
な
る
今
後
の
具
体
的
指
針
を
似
た
よ
う
な
種
類
の
形
態
は
あ
る
植民地時代の韓国の近代作家たち（一九一一○～三○年）
李光洙「幼い友へ」、金東仁、李箱「翼」など
韓
国
文
学
は
日
本
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
か
な
り
あ
る
金
東
仁
「
赤
い
山
」
有
名
な
女
流
作
家
が
い
る
が
よ
く
覚
え
て
い
な
い
、
申
京
淑
？
金
東
仁
の
告
白
体
小
説
金
東
仁
を
含
む
九
人
会
の
作
家
植
民
地
時
代
に
、
日
本
の
私
小
説
と
似
た
よ
う
な
作
品
が
あ
る
と
聞
い
た
季
文
烈
、
孔
枝
泳
（姜宇源庸）
質
問
７
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
「
私
小
説
」
と
類
似
す
る
韓
国
の
小
説
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
「
私
小
説
」
認
識
と
今
後
の
課
題
夏
目
漱
石
「
こ
魁
ろ
」
１
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
１
川
端
康
成
「
雪
国
」
１
太
宰
治
「
津
軽
」
１
武
者
小
路
実
篤
「
愛
と
死
」
１
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中国、韓国における「私小説」認識
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
証
課
題
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
今
回
の
目
的
で
も
あ
っ
た
「
私
小
説
」
の
認
知
状
況
で
あ
る
が
、
〈知っている〉〈知らない〉といった単純な状況については、別
表
の
数
字
の
通
り
中
国
、
韓
国
を
合
わ
せ
て
妬
％
を
越
え
て
お
り
、
〈
か
なり高い〉と言ってよいだろう。が、中国、韓国を越えてモン
ゴ
ル
と
な
っ
て
く
る
と
、
ま
た
状
況
は
異
な
っ
て
く
る
。
今
回
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
デ
ー
タ
に
は
含
め
て
い
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
博
士
課
程
卒
業、留学経験もある教員３名と大学生３名、計６名にもアンケー
ト
に
答
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
場
所
は
モ
ン
ゴ
ル
で
開
か
れ
た
学
会
で
、
６
名
と
も
言
語
、
歴
史
な
ど
日
本
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
。
こ
こでの認知、理解の状況は、おおむね〈聞いたことはある〉〈私
小
説
な
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
う
思
わ
れ
る
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
〉
と
い
う
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
中
国
、
韓
国
に
お
い
て
の
「
私
小
説
」
の
認
知
状
況
は
、
と
り
わ
け
日
本
文
学
や
日
本
語
と
い
っ
た
も
の
を
勉
強
し
て
い
る
人
々
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
そ
の
理
解
の
内
容
で
あ
る
。
中
国
、
韓
国
と
も
に
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
「
私
小
説
」
作
品
と
し
て
、
最
も
多
く
挙
が
っ
て
い
る
の
が
田
山
花
袋
の
「
蒲
団」であり、二番目に「城の崎にて」「暗夜行路」「和解」とば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
志
賀
直
哉
の
諸
作
品
、
韓
国
で
は
三
番
目
、
中
国
でも四番目に「新生」「家」「破戒」の島崎藤村の諸作品である。
「暗夜行路」「破戒」が「私小説」と言えるかどうかはさておき、
「
私
小
説
」
を
知
っ
た
き
っ
か
け
の
多
く
が
学
校
の
授
業
で
あ
り
研
究
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
「
私
小
説
」
と
一
般
の
小
説
と
の
違
い
が
〈
自
己
曝露、自己告白〉〈作者の日常生活〉とその特徴が端的に指摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
学
史
の
日
本
で
の
一
般
的
理
解
が
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
翻
っ
て
、
文
学
史
的
な
意
味
で
の
「
私
小
説
」
理
解
が
比
較
的
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
更
に
踏
み
込
み
文
学
史
の
一
般
理
解
を
超
え
て
、
よ
り
厳
密
に
「
私
小
説
」
と
は
何
か
を
説
明
す
る
と
な
る
と
、
途
端
に
困
難
が
生
じ
て
く
る
よ
う
だ
。
が
、
こ
れ
ら
は
、
日
本
に
お
い
て
も
事
情
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
、
い
ま
だ
「
私
小
説
」
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
、
「
私
小
説
」
が
日
本
の
近
代
文
学
に
与
え
た
影
響
の
他
、
や
は
り
日
本
独
特
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
目
立
つ
。
更
に
、
中
国
、
韓
国
と
も
に
、
「
私
小
説
」
と
し
て
夏
目
漱
石
、
村
上
春
樹が挙げられているのを考えると、「私小説」Ⅱ〈日本の小説〉
〈日本の近代文学〉という認識があるのも否定できない。特に、
漱
石
の
作
品
と
し
て
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
日
本
の
文
学
的
現
状
を
理
解
し
て
い
な
い
間
違
っ
た
認
識
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
｜
方
で
こ
う
い
う
意
見
こ
そ
が
日
本
国
内
で
の
視
点
し
か
持
ち
得
な
い
私
た
ち
に
、
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
面
も
あ
る
。
村
上
春
樹
に
つ
い
て
は
、
韓
国
で
江
國
香
織
、
吉
本
ば
な
な
と
と
も
に
「
私
小
説
」
の
範
囑
に
入
る
の
で
は
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
理
由
と
し
て
は
〈
一
人
称
の
身
辺
的
主
題
な
ど
の
要
件
が
私
小
説
的
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
し
、
い
つ
も
一
人
称
で
始
ま
っ
て
、
終
わ
る
、
恋
愛
、
日
常
生
活
が
大
部
分
を
占
め
る
〉
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
一
人
称
小
説
と
「
私
小
説
」
の
混
同
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
日
本
で
は
「
私
小
説
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
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現
代
小
説
も
ま
た
〈
日
常
性
〉
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
いる。つまり「私小説」Ⅱ〈日本の小説〉ではないが、個人の
〈日常性〉は日本の小説の一つの特徴であり、それを最もラデ
ィ
カ
ル
に
体
現
し
て
い
る
の
が
「
私
小
説
」
だ
と
す
る
の
は
穿
っ
た
見
方
であろうか。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
「
私
小
説
」
、
あ
る
い
は
類
似
し
た
も
の
は
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
一
覧
の
通
り
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
は
、
中国であれば魯迅、郁達夫といった日本に留学経験を持つ作家、
韓
国
で
あ
れ
ば
金
東
仁
を
は
じ
め
と
す
る
植
民
地
時
代
の
作
家
と
い
っ
た
旧
世
代
と
、
特
に
中
国
に
お
い
て
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
現
代
の
女
流
作
家
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
現
代
の
女
流
作
家
に
つ
い
て
は
、
少
数
意
見
な
が
ら
韓
国
で
も
、
日
本
語
訳
さ
れ
た
『
離
れ
部
屋
」
三
○
○
五
、
集
英
社
）
の
作
者
・
申
京
淑
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
私
小
説
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
る
中
国
、
韓
国
の
小
説
と
「
私
小
説
」
と
は
果
た
し
て
同
じ
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
日
本
の
「
私
小
説
」
に
は
、
何
か
特
徴
が
あ
る
の
か
。
ま
ず
は
、
中
国
、
韓
国
そ
れ
ぞ
れ
で
今
回
挙
が
っ
た
作
品
を
実
際
に
読
み
比
べ
、
検
証
す
る
ことが必要であろう。
さて、挙げられている旧世代の作家と現代女流作家、それぞ
れ
か
ら
見
出
さ
れ
る
問
題
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
文
学
史
的
な
意
味
で
の
近
代
の
「
私
小
説
」
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。
魯
迅
や
郁
達
夫
と
い
っ
た
日
本
で
の
留
学
経
験
を
持
つ
作
家
達
が
、
日
本
の
近
代
文
学
、
そ
し
て
「
私
小
説
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
翻
っ
て
彼
ら
が
帰
国
し
母
国
で
文
学
活
動
を
し
て
ゆ
く
過
程
で
そ
の
影
響
は
確
実
に
も
た
ら
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
「
私
小
説
」
が
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
韓
国
に
お
い
て
も
事
情
は
似
て
お
り
、
日
本
を
経
由
し
て
の
近
代
、
近
代
文
学
の
輸
入
で
あ
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
な
が
ら
も
、
韓
国
近
代
文
学
に
お
い
て
日
本
の
よ
う
に
「
私
小
説
」
現
象
が
起
こ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
「
私
小
説
」
は
西
欧
近
代
文
学
を
輸
入
し
た
結
果
生
じ
た
歪
み
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
国
、
韓
国
に
お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
外
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の
を
、
そ
の
国
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
受
け
入
れ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
国
流
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
た
上
で
、
あ
え
て
違
い
を
も
た
ら
す
も
の
は
何
な
の
か
と
問
う
こ
と
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
各
国
の
近
代
化
と
近
代
文
学
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
社
会
状
況
と
文
学
と
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
近
代
に
お
け
る
影
響
関
係
が
、
も
っ
ぱ
ら
、
な
ぜ
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
集
約
す
る
の
に
対
し
、
現
在
の
状
況
は
ま
た
別
の
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
中
国
報
告
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
注目すべきは〈二一世紀の中国の若い世代の女流作家〉である。
中国でのこのような傾向は、〈個人化した創作は中国九○年代
女性創作の一つの重要な傾向〉として、林祁「世紀末中国文学
とジェンダー」（「アジア遊学」Ⅲ、一一○○○・一二でも指摘
されている。中国でこのような作家が増えてきたのは何による
の
か
。
ま
た
、
日
本
で
「
私
小
説
」
が
盛
ん
に
書
か
れ
た
時
代
状
況
な
ど
と比較して何が言えるのか。
さて、もう一点、附随して〈将来「私小説」のような作品が
書かれるか〉という質問に対し〈書かれる〉とした意見の理由
が興味深い。というのも、韓国での意見で〈個人主義がもつと
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進
展
す
る
〉
、
あ
る
い
は
〈
世
の
中
（
社
会
）
に
対
す
る
関
心
よ
り
、
自
分
自
身
の
問
題
に
没
頭
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
〉
と
い
っ
た
類
の
指
摘
が
あ
る
か
ら
だ
。
後
者
の
意
見
は
続
け
て
〈
社
会
か
ら
の
私
〉
よ
り
〈
私
か
ら
の
社
会
〉
と
い
う
見
方
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
と
も
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
私
小
説
研
究
」
第
二
号
（
二
○
○
一
・
四
）
に
掲
載
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
連
続
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
冒
険
」
に
お
け
る
リ
ー
ビ
英
雄
氏
の
発
言
と
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。
氏
は
〈
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
を
書
こ
う
と
す
る
〉
こ
と
を
言
い
、
自
作
「
天
安
門
」
二
九
九
六
、
講
談
社
）
に
お
い
て
も
〈
私
的
な
問
題
を
抱
え
た
主
人公〉である〈私〉と〈パブリックな空間である天安門広場〉
と
を
同
時
に
作
品
に
持
ち
込
む
こ
と
、
言
っ
て
み
れ
ば
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
パブリックの融合を試みたと一一一一口う。先の女流作家たちの傾向も、
こ
の
流
れ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
視
点
と
、
そ
こ
か
ら
見
る
社
会
、
世
界
の
問
題
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
文
学
の
流
れ
と
な
り
得
る
の
か
。
な
る
と
し
た
ら
そ
の
傾
向
は
何
に
よ
る
の
か
。
そ
し
て
何
よ
り日本の「私小説」との関連はどうなのか、興味はつきない。
な
お
、
「
私
小
説
」
は
〈
書
か
れ
な
い
〉
と
す
る
意
見
と
し
て
は
、
中
国での〈自分の日常生活より、この社会または世界のことがずっ
と大事。また、自分の生活を書くのは恥ずかしいことである〉
と
い
う
意
見
が
象
徴
的
で
あ
る
。
中
国
、
韓
国
と
も
に
、
私
生
活
の
曝
露
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
意
識
と
、
何
よ
り
文
学
は
社
会
的
問
題
を
扱
う
も
のであるという文学観の相違の問題が大きかった。
そ
の
社
会
的
傾
向
の
強
か
っ
た
中
国
、
韓
国
の
文
学
が
、
大
き
な
問
題
よりも自分自身の問題へと向かう傾向、そして〈私からの社会〉
と
い
う
方
法
を
持
ち
は
じ
め
た
現
在
、
同
様
に
、
今
後
の
日
本
の
「
私
小
◆
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
者
の
他
、
中
国
・
曾
峻
梅
氏
（
上
海
外
国
語
大
学
日
本
文
化
経
済
学
院
）
、
韓
国
・
陳
明
順
氏
（霞山大學校）、両名にもご協力いただいた。
説」もまた、〈私からの社会〉という方向に向かうのだろうか。
リービ氏は先のインタビューで、〈私小説の新しい流れが二一
世紀に生まれるとしたら〉〈私小説が登場した時代には考えら
れなかった方向性を持って生きるしかないと思う〉とし、更に
「私小説」を〈コンサバティブな状況〉にすべきでないという
こ
と
も
述
べ
て
い
た
。
「
私
小
説
」
は
新
た
な
方
向
へ
と
向
か
い
、
国
境
を
越
え
た
存
在
と
な
り
得
る
の
か
、
今
後
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
、
小
説
の
日
常
化
傾
向
に
関
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ブ
ログといったメディアの変化を挙げる意見も目立った。「私小
説
」
と
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
視
点
も
近
い
将
来
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
得
た
指
針
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
多
く
取
り
組
み
、
活
か
し
て
ゆ
く
所
存
で
ある。
（梅澤亜由美）
（ほうたん・国際日本学インスティテュート博士後期課程一年）
（
か
ん
う
う
お
ん
よ
ん
・
博
士
後
期
課
程
三
年
）
（
う
め
ざ
わ
あ
ゆ
み
・
文
学
部
兼
任
講
師
）
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別表中国、韓国における〈私小説＞認識調査結果
２５０００ 35.96％
１０． ９３０９
８１１０。 ８２５００ 66.67％
．５７％
４７．３７９
６ 卜Ｉ
７８４９ ３２５００ 35.96％
０００００ ０．８２９ ６．３４９
１８．９２％ ４２．８６％ ２８．４００
２２９ １２％ １６．２６％
８．１１％ １０２０００ ８．９４９
３５．００００
７．５００ ＯＯＯｏｏ
００００ ００００ ０００００
0000 ５７．５００ ３３．７
００００ ０００。
２．５００
４７．５０００
５７．５００ ２７．５０％
０００００ ８．７５９
．５０％ ４８７
0000 20.00％
１２．０００ ５０CＯ ＯＯＯｏｏ
６５．０００
中国調査結果表の質問５以下は、「私小説を読んだことがある」と答える40人の回答を対象としている。
韓国調査結果表中の質問６については、回答のデータ化が不可能なため、報告分析の中で意見として取り入れている。
１
２
※
※
中国 韓国 中韓合計
質問項目 回答 人数 割合 人数 割合 人数 割合
(質問ｌ）
日本へ留学したことがありますか。
ある
ない
小計（人）
3１
4３
7４
41.89％
58.11％
1０
3０
4０
25.00％
75.00％
4１
7３
114
64.04％
(質問２）
日本の私小説を知っていますか。
よく知っている
聞いたことがある
全く知らない
小計（人）
1８
4３
1３
7４
24.32％
58.11％
17.57
４
3３
３
4０
10.00％
82.50％
7.50％
2２
7６
1６
114
19.30％
14.04％
(質問３）
私小説を読んだことがありますか。
あれば、例をあげてください。
ある
私小説なのかどうかわからないが、
そう思われる作品を読んだことがあ
る ０
ない
小計（人）
4０
2８
7４
54.05％
8.11％
37.84％
1４
1３
1３
4０
35.00％
32.50％
32.50％
5４
1９
4１
114
47.37％
16.67％
(質問４）
私小説を知るきっかけは何ですか。
(複数回答あり）
学校の授業
文学研究書・文学批評
小説などの作品
その他
小計（人）
3７
1４
1７
６
7４
50.00％
18.92
22.97％
8.11
2０
2１
３
５
4９
40.82％
42.86
６．
10.20％
5７
3５
2０
1１
123
46.34％
28.46％
16.26
8.94％
(質問５）※1
作品の印象はどうでしたか。
興味深い．面白い
面白くない
何の感興もない（空欄含む）
その他
小計（人）
2３
５
８
４
4０
57.50％
12.50％
20.00％
1 .00％
1４
３
０
2３
4０
35.00％
7.50％
0.00％
57.50％
3７
８
８
2７
8０
46.25％
10.00％
10.00％
33.75％
(質問６）※２
私小説の存在する意義、また価値に
ついて、どう思いますか。
ある
ない
わからない（空欄含む）
小計（人）
2０
1
1９
4０
50.00％
2.50％
47.50％
０
０
０
０
2０
１
1９
4０
50.00％
2.50％
47.50％
(質問７）
貴国にも私小説がありますか。類似
のものがありますか。あれば、例を
あげてください。
ある
ない
わからない（空欄含む）
小計（人）
2３
３
1４
4０
57.50％
7.50％
35.00％
11
４
2５
4０
27.50
10.00％
62.50
3４
７
3９
8０
42550％
8.75％
48.75％
(質問８）
将来私小説のような作品が書かれる
と思いますか。
書かれる
書かれない
わからない（空欄含む）
小計（人）
1２
５
2３
4０
3 .00％
12.50％
57.50％
８
３
2９
4０
7.50％
72.50％
2０
８
5２
8０
25.00％
10.00％
65.00％
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